
 
 

 

 

 

 

 

とかく人は他人の気になる点に目が向き

がちになりますが、1組ではクラスの仲間の

素敵なところや良いところを見つけて、付箋

で貼り出すようにしています。その付箋が、

先週水曜日に 100枚を達成しました。 

もしこれが 30人学級であれば、100枚

という数字は簡単かもしれません。しかし、

8人で達成したことに大きな意義があると

考えます。 

自分の良さや存在を認めてもらうことは、

子供に限らず、大人であってもうれしいもの

です。 

一人一人がクラスの一員としての居場所

と存在感をもつことができれば、集団全体

の高まりにもつながると思います。 

これからは、さらに 200枚、300枚を目

指して、熊野で一番小さなクラスの挑戦は

続いていきます。 

 

 4年の社会科では、広

島県の主な産業について、

自分が選んだ市や町のこと

を調べてまとめています。 

 7月には、昨年度から交

流が始まった三重県五郷小

学校の子供たちとのオンライ

ンによる交流を予定してい

るので、しっかり広島県を

PR したいと考えています。 
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熊野で一番小さなクラスの一番大きな挑戦 

 


